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１．はじめに

我 が 国 の 乳 がん 患 者 数 は 近 年 急 増して

いま す が、そ の 原 因 に 晩 婚 化 と少 子 化 と

いう女 性 のライフスタイルの 変 化 が 考えら

れて います。 生 殖 医 療 技 術 の 進 歩もあり、

4 0 歳 前 後で の 高 齢 初 産も増えて いますの

で、今 後 は 妊 娠 中 や 授 乳 期 に 乳 がん 治 療

を受ける女性の増 加が 懸 念されています。

２．妊娠関連乳癌（PABC）とは

妊 娠 中 や 授 乳 期 に 診 断され た 乳 がん の

ことを妊 娠 関連 乳癌（ PA B C）と言い、診 療

現 場では通常の乳がんとは区別して対応し

ています。 PA B C は 検 診の対 象年 齢 の 4 0

歳 以下に 多く、大きく緊 満した 乳 房 のため

に発 見 が 遅 れ 、進 行していることが 多いた

め に、治 癒し にくいという特 徴 が あります。

また、ＰA B C の中でも、妊 娠中に診 断され

た乳 がん（ P B C）と、産後 1 年以内または授

乳 期に診 断された 乳 がん（ L B C）に分 け て

検 査 や治療を行います。

2．PBC の診断と治療

胎児への影 響を考え、薬 剤使 用や放 射線

被 ばくを極 力 控 えつ つも、母 体 の 安 全（ ＝

が ん の 進 行 に よる 生 命 予 後 のリスク）を

優 先します。 がん の 進 行 が 急 速 でな け れ

ば、先 天 奇 形 のリスクの 低くなる妊 娠 中 期

になるのを待って全身麻 酔下での手 術を行

い、出産後に薬 物 療法と放 射線治療を行い

ます。 がん の 進 行 が 急なときには、胎 児の

状 況をみながら抗 がん 剤治 療を開始し、計

画 分 娩を行 い、産 後にも治 療を追 加します。

妊 娠 中の がん 治 療 は 周 産 期 管 理も同 時 に

できる専門施 設で行います。

３．ＬＢＣの特徴

出産後の女 性の乳 房では、授 乳から断 乳

へと乳 腺 組 織 の 退 縮 過 程でおこる乳 腺 組

織 内の 微 小 環 境の変化（ i nvo lu t i o n ) が 起

こり、その環 境下ではがん 細 胞の転 移や浸

潤 が 促 進され るため、L B C はＰ B C よりも、

進行やすいと言われています。

がん 研 究 会 有 明 病 院 乳 腺 センターで の

PA B C の 状 況をみてみますと、 19 4 6 年か

ら 2 018 年に 乳 がん 手 術を受 け た 約 3 万人

の女性のうち、PA B C  は 17 5 人（ 約 0 . 6 %）、

うち L B C は  1 2 6 人、P B C は  4 9 人でし た。

背 景因子を比較すると、 L B C は P B C に比

べてリンパ節 転移が 多く化学 療 法を受ける

がん研究会有明病院
乳腺センター 
乳腺外科

片岡　明美
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割 合 が 高く、再 発 や乳がん 死亡が 多いこと

が 分 かりました。 ただし、経 年 的にみると、

2 0 0 5 年 以 降 に 治 療 を 受 け た L B C の 女 性

は、それ 以前に治 療を受 け た方 たちよりも

早 期 発見された傾 向にあり、予後も有 意に

改善していました。 女 性たちの意識 向上と

集 学的 治療の効果と思われます。

４．乳がん発症と妊娠・授乳の関係

最 近、京 都 大 学 の 小 川 先 生ら の 研 究 で

興 味 深 い ことが 報 告されまし た（ Nat u r e   

6 2 0 ,   6 0 7– 6 14）。 女 性 の 乳 腺 細 胞 は 加

齢 によって遺 伝 子 変 異 が 蓄 積 するもの の、

出 産・授 乳を 経 験 するとそ の 遺 伝 子 変 異

が リセットされ 、閉 経 すると変 異 の 加 速 度

も落ちるということで す。 これ は、出 産 授

乳 の 経 験 の 少 な い 女 性 や 4 0 歳 代 後 半 の

女 性に 乳 がんが 多いという説明になります。

また、妊 娠中はエストロゲンというホルモン

により乳 腺 細 胞 が 増 殖しています が、授 乳

が 終了するとそのホルモン刺 激 がなくなり

遺 伝 子 変異の 多い 乳 腺 細 胞は 急 速に脱落

して いきます。 そしてそ れまで 休 眠して い

た 幹 ( か ん ) 細 胞 ( さい ぼ う ) か ら 新しく乳

腺 細 胞 が 増 殖し、乳 腺 組 織 が 再 構 築され

ていきます。 P B C はこのエストロゲンに依

存した状 態 で 存 在していますから、産後 急

速にエストロゲンがなくなることで、がん 細

胞そのものも退 縮 する可能 性がありますが、

産 後 から 授 乳 期 に 診 断 され る L B C は、そ

のエストロゲンへの依存性がなく、リセット

されずに生き延び ていたがんなのでより悪

性 度 が 高いがんであることの説明がつきま

す（ 図）。  

５．ママのブレストアウェアネス

これまで、ＰＡＢＣは 頻 度 が 少 ないため、

診 療現 場では特 殊ケースとして個別の対応

に苦 慮してきました。 女 性にとっても妊 娠、

授 乳 期という通常とは異なる心 理・身体 的

状 態 で がん 治 療 を 受 けることは 並 大 抵 の

ものではないと思います、

ＰＡＢＣは 治りにくい 条 件下には あると

はいえ、薬 物 療 法 の 進 歩により治 療成 績は

向 上してきて います。 わ が 国 に 限らず、女

性 の 初 産 年 齢 の高 齢 化と少 子 化 は 世界 共

通の 傾 向 であり、誰 でも乳 がん のリスクが

高くなっています。 妊 娠・授 乳 期という特

殊 時 期であっても、早 期 発見 が できて適 切

な治 療を受けれ ば、母 子ともに健や かに過

ごせる可 能 性 が 高くなります。 いつもと胸

の 形 や 張り感 が 違う、授 乳 後に硬いしこり

が 残 る、母 乳に 血 が 混じる、赤ちゃんが 急

に母 乳を 飲まなくなったなど は、乳 がん 発

見のきっかけになる症 状 で す。 皆さんもど

うぞ周りのママたちにも「 ブレストアウェア

ネス」のお声掛けをお願いいたします。

図. 出産授乳後の乳腺の再構築とPABC（東京医科歯科大学ホームページ https://www.tmd.ac.jp/press-release/20230727-1/ より改変引用）
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ミドリ安全  「安全のインフラを作る会社」

ミド リ 安 全 株 式 会 社（ 東 京 都 渋 谷 区 ）

は、現 相 談 役の 松 村 元 子氏 が 19 52 年に『1

足の 安 全 靴（ 草 履 ）を製 造した 』のを原 点

に、安 全 靴 はもとよりワーキングウェア、ヘ

ルメット、グローブ 等 の 安 全 衛生保 護 具と

いった『 安 全と安心』をキーワードとした幅

広 い商品を開 発。 商品は全 国の 営 業 拠 点

と、インターネットを通じた直 販体 制により

展開しています。

「 安 全 のインフラを 作 る会 社 」を標 ぼう

する同 社の 社 是は『 安 全・健 康・快 適 職 場

への 奉 仕 』。 対 象商品を第 1 次 産 業から第

2 次、第 3 次 産 業へとフィールドを拡 大 。 安

全 靴、オフィスユニフォーム・ワーキングウェ

ア、安 全 衛生保 護 具 、ヘルメット、空 気 清 浄

機・エアフィルタ等 の 環 境 改善 機 器、電 気

設備保 守 管 理 機 器、医 療 機 器・救 急用品・

浮遊菌サンプラーなど、様々なジャンルの商

品を開発し、取り扱っています。

同 社 が J . POSH の オ フィシ ャル サ ポ ー

ター に 登 録 し た の は 2 016 年 春。 社 内 で

『 働く女 性 応援プロジェクト』が立ち上がり、

女性が安 全で 快 適に働ける環 境づくりに貢

献したいと、社 会 貢 献 活 動を模 索している

ところでした。 その 際、認 知 度の高 いピン

クリボン 活 動に注目し、「 目指 す 方 向が 同

じ .Ｊ. ＰＯＳＨと共に 乳 がん 啓 発 活 動を推

進したい」と登 録されました。 登 録と同 時

に、対 象 商 品 の 女 性 用 保 護 具 の 売 上 金 額

の一 部をＪ. ＰＯＳＨにご寄 付頂いています。

働く女性を応援する安全
衛生保護具ブランド展開

対象商品売上の一部 
J.POSHに寄付継続

女性向けの商品開発を進めるなかで、2 3

年 秋 か ら は 女 性 で も 使 い 易 い 安 全 保 護

具 の ブ ラ ン ド『M idor i　WomenG ea r　

Ja ms ！』（ミドリ安 全の高機能でスタイリッ

シュな女 性のためのギ ア）を本 格 展 開して

います。 今 年９月には、カタログサイトをリ

ニューアル。 多岐にわたる女 性 向け商品を

ラインナップされました。

同社の原点である『一足の安全草履』 女性向けのブランド商品

渋
谷
区
広
尾
の
本
社
屋
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 National Breast Cancer Awareness Month

ピンクリボン in SAPPORO 

2023　9月24日（日）　札幌

駅前通地下歩行空間（チカ

ホ）北3条交差点広場にて

夜は札幌テレビ塔ライトアッ

プを行い、今年もまた、乳が

ん検診の大切さを多くの方

にお伝えし、ピンクリボンを

考える一日となりました。

ピンクリボン啓発ブースでは活動パネ

ルの展示やパンフレットを配架し、乳が

んの触診模型を体験していただきまし

た。また学生ボランティアにお手伝い

をいただきながら通行人1,000名以上

に啓発リーフレットを配布しました。

ピンクリボンinSAPPORO代表で東札

幌病院ブレストケアセンター長の大村

東生先生が講師を務め乳がんの最新

情報をテーマとしたミニトークを行いま

した。

ステージイベントでは北海道日本ハム

ファイターズOB谷口雄也さんのトーク

ショーをはじめ、昨年も好評だった藤女

子大学マンドリンクラブやハワイアンユ

ニット石川優美＆ポノラニによる演奏、

乳がんミニ講演を行いました。

2023年 ピンクリボン運動
各 地 の 啓 発 活 動 ご 紹 介
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 National Breast Cancer Awareness Month

9月23日・24日開催

の「やまがた健康フェ

ア2023」でJ.POSH

のテッシュを1000 個

配布

やまがたピンクリボン

運動実行委員会

　

　

医医療療者者とと患患者者ののパパーートトナナーーシシッッププににつついいてて 共共にに考考ええるる乳乳ががんん患患者者・・医医療療者者をを募募りりまますす

主催 ： アイビー千葉（乳がん体験者の会）       URL:  https://ivychiba.org        TEL： 090-5779-1234

e-mail : info@ivychiba.org      迷惑メール（ドメイン)受信設定のご確認をお願い致します。  

乳乳ががんんホホルルモモンン療療法法
治治療療期期間間ののモモヤヤモモヤヤをを考考ええるる

日日 時時 22002233年年1100月月2211日日（（土土））  1144::0000～～1166::3300  ((予予定定))

 定定 員員  乳乳ががんん患患者者 20名名 （現地：若干名、オンラインは会員限定）
               医医療療者者 （医師、看護師他 コ・メディカル） 10名名

 会会 場場   千葉市稲毛保健福祉センター３階 ボランティア活動室 （稲毛区役所隣り） 

 オンライン（会員限定）

  参参加加費費  会会員員無無料料 一一般般500円円
  申申しし込込みみ方方法法 info@ivychiba.org ままでで、、メメーールルででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。

①氏名、 ②携帯電話番号、 ③メールアドレス、 ④参加会場、 ⑤会員 or 一般
⑤医療者枠の方は職種、をご記入の上、10月１8日までに おお申申しし込込みみくくだだささいい。。

    そそのの他他   先先着着順順にに受受けけ付付けけまますす、、電電話話ででののおお申申しし込込みみもも可可能能でですすがが出出らられれなないい場場合合ががあありりまますす、、ごご了了承承くくだだささいい。。
zoomのの使使いい方方ががわわかかららなないい場場合合ははごご相相談談くくだだささいい。。

                     おお申申しし込込みみをを頂頂いいたた方方にに、、ロロググイインン方方法法をを前前日日ままででににメメーールルででおお知知ららせせいいたたししまますす。。

このワークショップは、医療情報セミナーではありません。患者が抱える問題を、患者と医療者が対等
な立場でテテーーママにに合合わわせせたた事事例例ににつついいてて話し合います。医師以外のチーム医療に関わる方のご参加もお待
ちしています。会場参加とオンライン参加（オンラインは会員のみ）、ご希望の方法でご参加ください。

参加医療者（予定）

三三階階 貴貴史史 北北里里大大学学病病院院 乳乳腺腺・・甲甲状状腺腺外外科科 医医師師

尾尾内内 康康英英 成成田田赤赤十十字字病病院院 乳乳腺腺外外科科 医医師師

寺寺岡岡 晃晃   湘湘南南台台ブブレレスストトククリリニニッックク 院院長長 医医師師

 榊榊原原 淳淳太太 千千葉葉大大学学医医学学部部附附属属病病院院 ブブレレスストトセセンンタターー 医医師師

寺寺中中 亮亮太太郎郎    君君津津中中央央病病院院 乳乳腺腺外外科科 医医師師

山山本本 寛寛人人 千千葉葉大大学学医医学学部部附附属属病病院院 ブブレレスストトセセンンタターー 医医師師 他（順不同・敬称略）

お申し込み用画面につながります→

会場＋オンライン同時開催

感染対策への
ご協力をお願いします

新型コロナウイルスの感染状況等によって、オンラインのみ、又は中止になる場合があります。
最新の情報をアイビー千葉ホームページでご確認下さい。
当日の会場飛び込み参加はご遠慮下さい。
会場での検温、手指消毒、マスクの着用にご協力をお願いします。
発熱等、体調のすぐれない方は、参加をお控え下さい

患患者者とと医医療療者者ののココミミュュニニケケーーシショョンンをを考考ええるるワワーーククシショョッッププ Vol.12

４月にオープンした「ららぽーと門真」のイベント広場で、１０月７日に、大阪府、門真市と

J.POSHのオフィシャルサポーターのGUNZEさん、明治安田生命さんなどのコラボでピンクリ

ボンと健康イベントが開催されました。

大阪府のもずやんと門真市のガラスケ、J.POSHの

啓発パネルと共にポーズ。後ろの GUNZEさんの

ブースでは数名の方が触診モデルを体験中

大 阪 関 西 万 博 の キャラクター

「ミャクミャク」も登場し、イベント

を盛り上げていました。

40周年記念乳がん体験談冊子完成いたしました

主催 アイビー千葉（乳がん体験者の会） 009900--55777799--11223344
UURRLL https://ivychiba.org

13時～15時

TTEELL

アアイイビビーー千千葉葉（（乳乳ががんん体体験験者者のの会会））創創立立4400周周年年記記念念対対談談

新型コロナウイルスの感染状況等によって、オンラインのみ、又は中止になる場合があります。
最新の情報をアイビー千葉ホームページでご確認下さい。
感染対策の観点から、当日の会場飛び込み参加はご遠慮下さい。
会場での検温、手指消毒、マスクの着用にご協力をお願いします。
発熱等、体調のすぐれない方は、参加をお控え下さい

感染対策への
ご協力をお願いします

EE--mmaaiill info@ivychiba.org

場 所 稲毛区ボランティアセンター （稲毛保健福祉センター3階 (稲毛区区穴川4-12-4)）

オンライン（zoom）

定 員 会場 30名 オンライン 30名

対 象 乳がんに関心をお持ちの方

参加費 会員無料（冊子進呈） 一般500円

申し込み方法 info@ivychiba.org まで、メールでお申し込みください。

①氏名、 ②携帯電話番号、 ③メールアドレス、 ④参加会場、 ⑤会員 or 一般
をご記入の上、11月6日までにお申し込みください。詳細は当会サイトをご覧下さい。

申し込み用

QRコード→

アイビー千葉創立40周年を記念して、前代表 齋藤とし子氏と
現共同代表 関口淳子、川本由記子、野村まき による対談を 現地会場とオンラインで同時開催します。
アイビー千葉40年の歩みと今後の展望、新しく発刊した患者体験談集についてお話しいたします。

ご参加の皆さまとの質疑応答もあります。

オンラインと対面のハイブ

リッドで開催された「患者と

医療者のコミュニケーション

を考えるワークショップ」

乳がん 体 験者の会

「アイビー千葉」は昨

年設立４０周年を迎

えられました。
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 National Breast Cancer Awareness Month

京都乳がん

ピアサポートサロン

～ fellows ～

10月8日に「fellows

１０周年記念の集い」

を開催

10月15日日曜日音

更町共栄コミュニ

ティセンターにて

めぐみ 乳 腺 クリ

ニック 鈴木院長に

よる「乳がんの早

期発見のために」

を開催
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認定 NPO法人 J.POSH

 National Breast Cancer Awareness Month

4月22日 ＪＤリーグのさいたまラウンドで地元

開催に伴いピンクリボン運動ブースを設けて啓

発活動を実施しました。

「ピンクリボンオンラインウォークｉｎ埼玉」へのエントリー者を含め約４００名が参加しました。

主催：国際ロータリ第２７７０地区第１２グループ

　

　

11月３日　鎌倉女子大学の学園祭にてピンク

リボンブースを出展　この日はマンモグラフィ

検診車の展示・見学も行われたようです。

１２月６日　ピンクリボンレディースバドミント

ン大会（ひらつかサンアリーナ）参加者は何か

ピンク色の物を身につけています。

認定 NPO法人Company de Company ピンクリボンよこはま　各所でブース出展



8 ピンクリボンNEWS　2023・冬　　vol. 12　No. 4

認定 NPO法人 J.POSH

ピンクリボンNEWSあとがき

事務局からのお知らせ

毎年 10 月は『ピンクリボン

月間 』。 この時 期には 世界

中 で 乳 がん 啓 発 活 動 が 展

開されており、日本でも医療

機関、地方公共団体、乳がん

患者会、NPO などのさまざ

まな団体や個人が乳がん啓

発 活動を繰り広げています。

ところで、アメリカ始め主要国との国際 比

較でよく指 摘されるのが 我 が国の乳がん検

診 の 受 診 率 の 低 さ。 厚 労 省 の 資 料（2018

年 度 ）によれ ば、50 歳～ 69 歳 女 性 の 受 診

率トップはアメリカで８０．８％、次いでイギ

リス７５・９％、オランダ・ニュージーランド

そ れ ぞ れ７２. ２％などとなって いて、日本

は４１.0 ％。 アメリカの 半 分という実 態 で

す。内閣府の「検診を受けない理由」調査に

よれば、多いのは「受ける時間がない」、「費

用がかかり経済的負担大」、「がんと分かる

のが怖い」、「健 康に自信があり必要性感じ

ず」など。このほか「いつで

も受診できる」、「検 査時の

苦痛が不安」、「受ける場所

が不便」、「受けても見落と

しがあるのでは」などの理

由も見受けられます。 国立

がん 研究センターによれば、

わが国の乳がんによる死亡

者数は 1980 年に 4141 人だったものが 2017

年 に は 14285 人 と 年 々 増 え 続 け て いま す。

私 た ちJ.POSH は『 受 け よ う 乳 が ん 検

査。乳がん早 期発見で 笑顔の暮らし』を合

言葉に活動を展開していますが、受ける、受

けない、は 結 局 本人 次 第。「 本人 が そ の 気

にならないことには…」と、いつもそこに立

ち返 ってしまうの で す。 もちろん、受 診 の

動 機 付 け の た め の 間 口 拡 大 に 向 け て、学

校 教 育 で の 乳 がん 教 育 の 必 要 性、乳 がん

検 診 を 一 般 健 康 診 断 項 目 へ”格 上 げ を”

など の 活 動 は 続 け て いきま す が …（I .T）

日
本
は

　

米
国
の

　
　！！

１
2

2023 年のJ.M .S のアンケート結果を同封

しております。やっとコロナ禍の峠も超えて

参加医療機関様も2019 年のレベルに近づき

施設 415 件となりました。ご参加いただきま

した医療機関の皆様には休日にもかかわらず

実施いただき誠にありがとうございました。

今 年 のアンケ ートで は、答えにくか った

J.M .S を「 知 って い た」or「 知 ら な い」の

質 問に変 えました 結 果、受 診 された方々の

４１．３％が知って参加いただいていること

が解りました。一方５７．１％の受診者が知ら

ずに受診されており、医療機関の皆様の広報

活動、受診予約時の案内等の結果だというこ

とが解りました。改めて御礼申し上げます。

2023 年度の「 家 族 で 湯ったりキャンペー

ン」の抽選を行い、23 施設へ 65 名のご家族

をご招待することになりました。

キャンペーン企画にご賛同いただいた温泉

ネットワークの皆様に御礼申し上げます。

J.M.Sを実施いたしました 「家族で湯ったりキャンペーン」
の抽選がおわりました


